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北条道路の事業再開に向けた計画段階評価の状況について

平成 26年 2月 18日

道路 企 画課

国土交通省社会資本整備審議会道路分科会中園地方小委員会(以下「小委員会」という。)

では、「北条道路」全線の事業再開に向けた計画段階評価を実施中です。

このたび、倉吉河川国道事務所が、計画策定に当たり道路の課題及び、地域の道路に求め

られる機能や役割を把握するために、地域住民等へのアンケート調査及び関係自治体等へ

の意見聴取を行いました。

意見聴取後は、「小委員会」で道路計画の基本的方向となる比較ルート案(複数案)の審

議が行われ、その後、比較ルート案(複数案)に対するアンケート調査及び意見聴取が実

施されます。

1 国土交通省所管公共事業の計画段階評価について

※新規事業採択時評価の前段階で実施
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2 第 1回意見聴取

実施期間:平成 26年 1月 23日(木) ~2 月 17 日(月)
聴取方法:((アンケート》地域住民、企業、道路利用者等

《ヒアリング》関係自治体、観光協会、商工会議所等

3 北条道路の計画段階評価手続の進め方

時期 項 目 内容

H25. 11 小委員会 -地域及び道路の現状と課題の把握

(計爾段階評価着手) 置政策目標の設定、意見聴取内容の審議

H26. 1~ 第 1回意見聴取 0国道9号(はわい~大栄東伯問)に関する現在の問題点や

[今回実施】 解消すべき点
0地域の道路に求められる機能・役割にコいて 等

今 後 小委員会 -聴取した意見内容の確認
。(時期未定) 圃道路計画の基本的方向

-比較ル-]'-案(複数案)の審議 1

第2回意見聴取 圃妥当性の検証
-比較ルート案(複数案)に対する意見聴取

小委員会 -聴取した意見内容の確認
国対応方針(概略ルート、構造)(案)の決定

国土交通省本省 -対応方針(概略ルート、構造}の決定と公開

〔参考〕島根県内山陰道〔福光~江津間〕の計画段階評価は、 H24.9から手続が開始され、

10ヵ月後の H25.7に対応方針が決定。



山陰近畿自動車道「駆馳LIJバイパスJの供用開始について

平成 26年 2月 18日

道路企画課

3月22日(土)に、国土交通省施工の山陰近畿自動車道 「駒馳山バイパスJ(L=7. 7km) 
が供用開始となり、併せて岩美 ICと国道 178号を結ぶアクセス道路である「県道岩美イン

タ一線J(L=O. 6km :鳥取県施工)も同日に供用開始します。

これにより急勾配や急カーブが続き、冬期には積雪や凍結による大型車の立往生などが

多発するなど、交通の難所となっていた駒馳山峠を安心して通行でき、所要時間も約3分短

縮されます。また、鳥取砂丘と浦富海岸の周遊性が増すとともに、 3月30日(日)から

羽田便が5便に増便となる鳥取空港からのアクセスも改善され、山陰海岸ジオパークの観

光地としての魅力の向上が期待されます。

なお、供用開始を記念して、以下のとおり開通式、祝賀行事等を開催します。

1 開通式・祝賀行事について 実施日:3月 22日(土)

(1 )開通式

時間:午前 9時30分から(受付開始:午前 9時)

会 場:福部町体育館(鳥取市福部町細川 1341)
( 2 )祝賀行事

時間:午前 11時20分から

会場:岩美 IC付近(岩美郡岩美町本庄)

-テープカット及び久寿玉開披

-パレード 岩美 ICから福部 ICまで

※同目、開通記念イベントを開催します。

時間 :午前 10時~午後 2時 30分

内 容:福部町海士から岩美 IC方面ヘウォーキング

-ウォーキング後、岩美 IC付近でイベント開催

2 開通記念プレイベントについて

日時:3月 15日(土)午前日時~午後 O時30分

内容:大谷 IC付近で凧揚げ大会
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「高速道路ネットワークを活用したまちづくり勉強会』のとりまとめについて

平成 26年 2月 18日

道路企画 課

因幡圏域における高速道路ネットワークの活用や今後の課題について、まちづくりの観

点から幅広く検討を行うため、昨年7月に鳥取市や国土交通省鳥取河川国道事務所ととも

に「高速道路ネットワークを活用したまちづくり勉強会J(会長清水昭允:前鳥取商工会議

所会頭)を設立し、各分野から臨時委員を招聴しながら 5回の勉強会を開催してきました。

勉強会の検討結果について、ミッシングリンクとなっている「山陰道~鳥取市福部町」

聞の高速道路のあり方を含めて、 1月31日(金)に以下のとおり取りまとめまじた。

1 とりまとめの要旨

( 1 )現在ミッシングリンクとなっている「山陰道~鳥取市福部町」聞については、

・物流、観光業発展のための移動時間の短縮

・鳥取空港や鳥取港、県立中央病院との接続性向上

国道 29号(千代水周辺)の交通円滑化

等の観点から、ミッシングリンクの解消を図る必要がある。

(2 )今後のルートや構造等り検討においては、

-高速道路としての定時性の確保

・拠点施設(鳥取空港、鳥取港、県立中央病院等)との接続性の確保

・東一西方向、東一南方向ともにスムーズに移動できる連結位置のバランス

等に留意するものとする。

2 勉強会における各分野からの主な意見

『鳥取自動車道』等の整備によって、農林水産物をより迅速に、よ

農林水産
り良い状態で出荷できるようになり、関西市場との新たな取引が始ま

るなど、市場拡大に繋がっている。福部~鳥取市内といった区間の渋
分野

'滞が『山陰近畿自動車道』によって解消されれば、地域内の物流が更

に効率化すると考えている。

無料高速『鳥取自動車道』の全線開通によって、フイバル関係にあ

卸売分野
る姫路市の業者が鳥取市に参入してきたため、新たな競争を強いられ

ることになった。一方で、鳥取市の業者にとっては商圏拡大に繋がる，

『山陰道』や『山陰近畿自動車道』の整備には大いに期待する。

『鳥取自動車道』等の整備によって、中部・北陸地方からの新たな

観光分野
観光客が増えでいるが、従来は宿泊されていた近畿地方からの観光客

が日帰りされるようになっており、滞在時聞を増やすための圏域一体

となった取組が必要である。

救急医療
第 3次救急医療機関としての拠点化がさらに進む県立中央病院への

アクセスが、浸水被害によって寸断される可能性があるのは重大な問
分野

題である。
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高速道路ネツ件クを活かしたまちづくり勉強会とりまとめのポイント 1 

1.高速道路ネットワークを巧みに活用することにより、地域経済の活性化や交流人口の拡大、まちの賑わい創出を
目指す。

2.高速道路ネットワークにより効率的に連携をすることで、防災・医療などの様々な機能が最大限の効果を発揮し、
コンパクトなまちづくりの実現を図るとともに、広域高速道路ネットワークによる関西圏・中国圏との接続により因
幡圏域の持続的発展を目指す。

1.地爆の魅力向上、拠点の強化

・他地域との競争に勝つための魅力の発掘、再創造
・地域の魅力の効果的な情報発信
・圏域全体の核となる中心市街地の活性化

.近年の異常気象や過去の災害を踏まえた防災拠点、医療
機関の機能やアクセス面に着目した検箆

2.地域内の遭獅促遭

・無料の高速道路を活用した因幡圏域の周遊性向上と圏域
一体での観光戦略の立案

・無料の高速道路を活用した多極型都市圏の構築
・防災拠点や福祉、医療機関の高速道路ネットワークへの接
続性検討

・高速道路を活用した各拠点聞を結ぶ公共交通ネットワーク
の構築

・都市計画マスタープラン見直しの必要性
(市民の利便性と圏域の発展に繋がる広域ネットワークに関
する視点の盛り込み)

3.他地蟻との連搬、突通拠点の活用、経済活性化

への活用
・鳥取空港、 鳥取港等の利用促進
・観光における東西軸と南北軸の連携強化

.災害時の拠点機能や交通の要衝と高速道路ネットワー
クの連携

・物流拠点の誘致や既存企業への継続的な支援
・農林水産業における積極的な販路開拓、生産振興

4.高速道酪ネットワークのあり方について

・鳥取市街地北側区間のミッシングリンクの解消
・物流、観光業発展のための移動時間の短縮
・鳥取空港や鳥取港、県立中央病院との接続性向上
.国道29号(千代水周辺)の交通円滑化

・具体的なルート等については、以下に留意し地域住民
や企業等の意見を踏まえた議論が今後必要
-高速道路としての定時性の確保

-拠点施設等との接続性の確保
・スムーズに移動できる連結位置のバランス

・災害等に強い高速道路ネットワークの確保

(適切な維持管理、付加車線の整備、災害時の迂回路や
代替ルートの検討)

高速道路を活かしたまちづくりの方向性に関する提案(イメージ図

凡例.1地域の鍵力向上

. 拠点の強化

φ圃圃辛 Z 勉蟻内由連自陣促進。情報発信制

φ圃今 3他酬との蹴・支遇制の活用.

経済活性化への活用

・・・・ 4 高速進路ヰットワ-~のあり方

桜丸例はrv.高速道路を活かした嘗ちづくりの

方向性に闘する湿寮』と同じ

圃圃圃圃園 高速道路網

. 交通拠点

- 鰍輔

-鳥取空港‘鳥取港等の利

用促進

-各地域の雌カの発掴、
再創造

・体厳型鰻光(訪問者と

の支流}
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-災害に強い高速道路ヰットワーヲ

の確保

(適切な維持曹理.災害時における
迂回路・代嘗ルートの検討}



一般国道180号「南部バイパスJの供用開始について

平成26年2月18日
道路建設課

一般国道180号「南部バイパスJ4.2kmのうち、南部町清水川から米子市吉谷間
の2.8kmを下記のとおり供用開始します。

これにより、国道180号「南部バイパスJの全線が開通することとなり、平成16年に
開通した国道180号「米子バイパス」と一体となって、山陰道へのアクセスが大きく向
上し、企業誘致や観光振興等、県西部地域の活性化に寄与することが期待されま
す。

記

1 供用開始日時 3月 15日(土)午後3時(予定)

2 事業概要
(1)延 長 4.2km(うち、今回供用区間は2.8km) 

※南部町阿賀~清水川問 1.4kmは平成 23年 6月 29日供用済

(2)幅 員 12JJL3p(車道幅員3.25mX2車線、歩道幅員2.5m(片側)) 

(3)主要構造物早里橋 96m

3 開通式
(1)日時
(2)場所
(3)主 催

3月15日(土)午前10時から
南部町境(国道180号南部バイパス敷地内特設会場)
鳥取県

なん占

南部バイパスし.=4.2km

【位置図】
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中海湖岸堤整備と大橋川河川改修の現状について

平成 26年2月 18日

河 川課

斐伊川水系の治水対策は、上流域のダム事業の完了に加え、昨年6月には中流域の斐伊川放水路事

業が完了したことにより、残る下流域の中海湖岸堤整備と大橋川の改修が、国において重点的に進め

られています。

現在、国は、中海湖岸堤整備を大橋川改修に先行して行うため、湖岸堤短期整備の早期着手に取り

組んでいるところであり、本年度内には短期整備全箇所に工事着手する見込みとなったので、その状

況等について報告します。

1 中海湖岸堤整備の状況(平成25年度事業費計 377百万円)

国は、短期整備箇所全6箇所のうち、工事未着手3箇所(貯木場、旗ヶ崎承水路、米子港)につ

いて、本年度内にすべて工事着手する見込みとなった。

( 1 )本年度新規工事着手箇所

①貯木場(境港市西工業団地)

-築堤で開口部を塞ぐ工事 (L=30m) を実施する。 (平成26年3月から工事着手予定)

②旗ヶ崎承水路(米子市旗ヶ崎)

-水門を開口部に設置する工事を実施する。(平成 26年3月から工事着手予定)

③米子港(米子市灘町)

-護岸(パラペッ ト等)工事 (L=95m)を実施中。(平成26年 1月工事着手済)

( 2 )工事着手済箇所

①渡漁港(境港市渡町) :漁港付替工事等を引き続き実施中。

②米子空港南(米子市蔑津) :残区間の堤防工事を引き続き実施中。

③崎津漁港(米子市霞津) : H22年度完了済

一一ム

vm一一回一

一回品
一旦
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2 大橋川改修の状況

現在、国は、上・下流狭窄部の河道拡幅に先行して、下流の背後地盤が低く家屋等への浸水のお

それが高い区間の護岸整備等を進めているところであるが、今後、下流狭窄部についても同様に、

護岸整備(河道掘削(流量増)を伴わない)に着手する予定である。

①追子地区

・背後地盤が低く家屋等への浸水のおそれが大きい区間の護岸整備 CL=360m)を実施中。

(平成23年8月工事着手済)
い で まかた

②井手・馬潟地区

-背後地盤が低く家屋等への浸水のおそれが大きい区間の護岸整備 CL=500m)を実施中。

(平成25年4月工事着手済)
ち く や やた

③竹矢・矢田地区

-水衝部で護岸がない右岸の護岸 CL=200m)を整備。 C平成26年4月以降工事着手予定)

‘' 

工事着手済区間 |圃 圃

工事未着手区間 |・・

狭 窄 部 I (ごごJ

.・yh
v
 

パ
也

カナ

3 今後の取組方針

今後も、短期整備箇所に引き続き、短中期、中期整備箇所が前倒して着手できるよう国・県・市

で調整を図っていく。

特に米子港の湖岸堤整備のためには、米子港の利用形態を踏まえた適切な護岸法線や陸閉門(ゲ

ート)の位置等の検討を予め進めておく必要があるため、県(港湾管理者)で周辺の地形測量や地

権者調査等の基礎的な調査等を行う予定である。
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直轄皆生海岸整備の現状について

平成 26年2月 18日
河 川 課

直轄皆生海岸の整備については、皆生工区、両三柳工区、富益工区及び境港工区の4つの工区にお

いて、国において侵食対策事業等が進められている。

このうち皆生工区においては、実施している人工リーフ化に総合的な検討が必要とされたところで

あり、その現状等について報告します。

1 皆生工区の人エリーフ化について

皆生工区については、離岸堤の沖合侵食による沈下と老朽化対策のため、国は、離岸堤(5基)

の人工リーフ化(平成 17年度に l基目、平成23年度に2基目を完了)に取り組んでおり、本年

度は3基目に着手する予定であったが、次の理由等から人工リーフ化に総合的な検討が必要と判断

し、今春の着手を見合わせることとした。

[理由]
① 3基目のリーフ背後では、トンボロ※が消滅するとともに、完了した2基の背後の汀線が後退

することが確認されたこと。 (下図参照)

※陸側から離岸堤に伸びてつながっていた砂浜(陸繋島)

②昨年10月、観測史上2番目の波高が観測された台風26号により浜崖が生じており、原因

等を調査・評価する必要があること。

③浜崖の発生などの状況から、地元旅館組合等からも慎重な検討を望む意見があること。

今後、国は、 「皆生海岸技術検討委員会」において、人工リーフ化全体のあり方について検討を

行う予定である。

また、国は、昨年の台風で発生した浜崖については、本年度内に養浜を行う予定である。

[皆生工区]離岸堤の人工リーフ化のシミュレーション結果

3基目の離岸堤を人工リーフ化した場合、いずれのタイプの場合も以下の影響が確認された。

打① 3基目のリーフ背後のトンボロが消滅 寸
ト② 1基目、 2基目のリーフ背後の汀線がさらに後退 | 

2~Jクレスト型 圃圃圃圃圃園

(実施済問 ) H~ 

「、トイ、一一一-
010/ 41.6m ~ 

3~Jクレスト型 ・

6.~m 

出典:第6回「皆生海岸利用促進懇談会J (平成26年 1月20日)資料
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2 富益工区の人工リーフの災害復旧について

富益工区については、昨年 10月の台風による洗掘により人工リーフが被災したため、国は災害

復旧工事と併せて、一部補強や継ぎ足し、浜崖箇所への養浜を行う予定である。

3 両三柳工区の侵食対策について

両三柳工区についても、国は、昨年 10月の台風によりに生じた浜崖箇所へ養浜を行う予定であ

る。

また、国は、県が要望している未着手区間 (3基)に早期着手するよう、皆生工区、富益工区の

状況を踏まえて検討を進めている。

4 今後の海岸整備の進め方

国は、今後も有識者等による「皆生海岸技術検討委員会J※ Iにおいて皆生海岸全体の技術面での

検討を行うこととしている。

また、国は、地元関係者による「皆生海岸利用促進懇談会Jれ において、今後の進め方等の説明

を行うとともに、皆生海岸の景観や利用のあり方等への意見を踏まえて事業を実施していく予定で

ある。

※ 1 r皆生海岸技術検討委員会J :平成 15年3月設立(委員長 野田英明鳥取大学名誉教授)

技術的な課題の検討を目的とし、有識者、行政機関で構成。

※2 r皆生海岸利用促進懇談会J :平成 15年3月設立(議 長 野田英明鳥取大学名誉教授)

皆生海岸の景観や利用のあり方等についての地元の意見を

事業に反映させることを目的とし、皆生温泉旅館組合等地元

関係者、有識者、行政機関で構成。

日 本海
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厳岸2量(~時)

.~軽tlの人エリーフ化(涜)

.~事堤の人エリーフ化{再検討中)

人エリーフ(済)

人エリーフ(実施中)

朱事黛化



第4回湖山池会議等の概要について

平成26年2月 18日
水・大気環 境課

水産課

河川課

湖山池の汽水湖化等の取組みに関連して、湖山池会議等を開催しましたので、その概要を報告します。

1第4回湖山池会議の観要(2/13開催)

( 1 )現在の塩分濃度・水門操作状況の確認

. 2/11現在:2， 780回/1(青島大橋〕

・逆流時の船通し水門の切り欠き(穴あけ)通水等で、海水遡上の抑制を実施中である。

・4月初旬の目標値 2，000mg/1以下に向けて、順調に推移している。

(2 )湖山池環境モニタリング委員会の意見に対する対応方針を確認

-夏季の貧酸素時のことも踏まえつつ、適正な範囲での塩分管理手法を次回会議に向けて提案できるよ

う関係課で検討する。まだ、水質の改善について赤潮の発生や栄養塩(窒素、リジ)の動向などを科学

的に詳細分析し、原因を把握し、対応できるよう検討する。

・淡水性生物の保全対策は、淡水ビオトープの造成のほか、当委員会等の意見を伺い検討する。

・湖山池の課題に対する意思決定のあり方等については、専門家、地域住民、関連する利害関係者等の

幅広な意見を踏まえて行えるような形を次回湖山池会議に向けて提案できるよう検討する。

2湖山池環境モニタリング委員会の概要 (2/5開催)

今年度!l5各種環境モニタリング結果(水質全般、プランクトン、水生植物、魚類、貝類、カラスガイ、

トンボ類、鳥類)や構想中の淡水ビオトープ造成案を報告し、様々な意見を頂いたu 

NO 委員長のまとめ 事務局説明に対する委員意見など

-水質監視・塩分濃度の管理は予断を許さない状況
-夏季の貧酸素化が依然として顕著な傾向

1 であり、特に夏場の水質管理を徹底する必要があ

る。
.COD、全窒素、全リンの水質値も両値

-汽水湖化の取組後も、決して水質が改善されてい
で推移

2 るとは言えない状況。
-汽水湖化後、赤潮も散見されている、

-何らかの根本的な対策が必要である。
(7月、問、月に発生)

-淡水性生物の保全には、次々と対策を講じる必要
-池内で貝類、トンボ等の淡水動物が減少

がある。
している。

3 
-池内の魚類・貝類のモニタリングなど不十分な面

-ヤマトシジミの成長は順調だが、池口あ

もあるので、今後の強化が必要である。
たりではコウロエンカワヒバリガイ、ホ

トトギスガイが増加傾向

4 
-生態系保全の対策を講じる場合は、決して多数決 -湖山池汽水化は、スタート時の考え方や

ではなく、科学的知見に立って考える必要がある。 方針決定方法が間違い。

-行政が策定じた将来ビヅョンーには、「良

5 
-湖山池の課題に対する意思決定のあり方や制度設 質な水質、豊かな生態系を目指す等」あ

計を考える必要がある。 るが、淡水性生物が減少し、多様性が失

われたと感じている。

※本委員会の目的は、汽水湖化における湖山池の水質や周辺の各種動植物群の変化等に関し、必要な意見
及び助言をするもの。(モニタリング手法、モニタリング結果の評価、顕在記した課題への対応等)
鳥取大学農学部日置教授が委員長/水質、植物、魚介類、昆虫、鳥類等の有識者 10名で構成

3 湖山池将来ビジョンシンポジウムの概要 (2/15開催)

行政(県・市)、地域住民、湖山池情報プラザから湖山池の保全等に関する取組みの報告と、それに関

する今後の湖山池のあり方についYの意見交換を実施したu 

報告事項 報告者

汽水湖化の取組経過報告 県:生活環境部水・大気環境課

湖山池周辺の環境保全の取組み 鳥取市湖南地区自治会

湖山池の有効利用の取組み 湖山池情報プラザ

緑化フェア後の取組み 市都市整備部都市環境課
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境港におけるみなとを核とした官民連携による賑わいづくり
計画(案)について

平成26年2月18日
空港港湾課
境港管理組合

来る2月21日の第4回検討委員会において、賑わいづくり計画慎)を取りまとめる
予定です。

1 委員会に諮る計画(案)の概要

竹内南地区について、「①圏域の賑わいづくり方策JI⑦岸壁・ふ頭用地・貨客船ター

ミナルの確保及びCIQ体制の充実JI③防災拠点機能Jなど、賑わいあるみなとのある

べき姿と持つべき機能を盛り込んだ計画とする、

《計画 の 3 つの柱〉

①圏域の賑わいづくり方策

一』・且F

(1 )園緑観光の魅力向上
-外国人観び光客の受入環境の
整備及寄港誘致

(フラーイズ&船ク乗ル客ーのズニ誘ー致ズ等に) 
-クJレ
魅圏あったおもてなしの充実

域力のの提資源供を活かした観光

-ターミナル周づ辺や竹内南地区

水族館、商業施設、
ま一関連施設叫
既存施設の充実・魅力提

(2)み取圏な組域のと産充を業活実の用拡し充た産業振興の

-国内外への航路ネ、ツトワーク
の充実(圏内RORO船誘致)

(3事i岡圏ヮ量域ニ様的ー内ク内なのの道外2充路次を実結ネ交通ぶツ体交ト系ワ通ーのネク確ッ立のト

②岸壁・ふ頭用地・貨客船
ターミナルの確保及び
C IQ体制の充実

__.・且ーー
<具体的な施策>

(1)岸壁・ふ頭用地の
確保及びCIQ体制
の充実

-岸壁.延長 370m
水深ー10.0m

.ふ頭用地規模
国際フェリー・ RORO
船用ヤード・・面積約1.25ha 
圏内RORO船用ヤー下

・・面積約1.73ha 
'CIQ規模-

出入国審査 20ブース
税関検査 10ブース
動植物検疫、 3ブース

(2)貨客船ターミナルの
確保

・機能的で利用しやすい
施設配置

-多目的な利用による賑
わい創出

2 第4回検討委員会の開催概要 〔予定〕

(1)日 時 2月21日(金) 情愛l時30分から3時まで

(2)場 所 境港市民会館大会議室

③防災拠点機能

--1・.__
(1大)避規難模機地能震強等化

等の際の避難
-船舶による広域避難

(2船船国}器際航航路路フ貨及のェ物確ぴリ輸送機能の

離の島代航替路性確ぴのリ(隠樟-国保院曙内代RR錯OO航RR路OO ) 

(3)太の平被洋災時・瀬の代戸替内側機港能湾確

被E保の量災事J地点へ機Cの能里緊f急s物r資輪送
の代

(3)議事内容 これまでの検討委員会で了承された内容に加え、 以下の内容を盛り込む
ことについて意見集約し、計画に反映する。

0クルーズ船や環日本海定期貨客船で境港を訪れる人による経済効果

O乗客2，000人のクルーズ船が寄港した場合の竹内南地区臨港道路と
国道431号とのヌムーズな交通の確保

11 



3 今後の取組みとスケジュール(案)

(1) r①圏域の賑わいづくり方策Jで例示した水族館等構想については、別途協議の場を
設け、具現化に向けて施設の必要性・位置・規模・展示内容・投資額・事業主体等を
検討していく。

(2) n②岸壁・ふ頭用地・貨客船ターミナルの確保及びCIQ体制の充実、③防災拠点機
能」については、平成27年度の新規事業化に向けて、本年8月の概算要求に貨客船ターミナ
ル劉静業が盛り込まれるよう、施策の展開や要望活動等の取組を行う。

※貨客船ターミナル整備に係る想定されるスケジュール(案)

-平成26年度…H27年度概算要求に計上

-平成27年度…新規事業化

<参考:検討委員会の経緯及び検討委員会で了承された内容>

昨年6月に採択された境港におけるみなとを核とした官民連携事業(全額国費)において、
検討委員会を開催し、竹内南地区における賑わいづくり方策(交流拠点機能と背後観光圏
との連携)とみなと機能(人流・物流・防災)のあり方を、官民一体となって検討。

〔検討委員会事務局・境港管理組合〕

・第 1回検討委員会(平成25年6月28日)

0竹内南地区について、賑わいのあるみなとのあるべき姿と持つべき機能を示した計画の
イメージを提案した。

園第2回検討委員会(平成25年8月30日)
0竹内南地区の岸壁、ふ頭用地規模及び配置及びCIQ体制の規模

・第3回検討委員会(平成25年11月19日)
0竹内南地区貨客船ターミナルの整備・管理・運営手法

・民の力を活用した「指定管理方式(公設民営)Jや I第 3セクタ一方式(民設
民営)J、「直営方式(公設公営)J については、関係者と協議・検討しながら決

〆定する。

O賑わいづくり方策
・竹内南地区の賑わい創出のための交流拠点の一例として、水族館や商業施設な
どを計画に盛り込む。

(水族館などの整備 管理・運営の方針などについては、別途、検討会等)
を立ち上げて協議していく。

0竹内南地区の防災拠点機能
-避難計画
・幹線貨物輸送機能の確保計画
-太平洋・瀬戸内側港湾の被災時の代替機能

12 . 



⑦貨客船ターミナル周辺での賑わいづくりイメージ

A 旅客ターミナル B夢みなとタワー

e --待合ロヒ- X!おもてなしイへント等1;:利用 ・ターミナル基本機能 !・禿倍、喫茶室

にIQ、管理事務所司収 i 
山叩は胸中 i

l.総合観光案内カウンター

! (観畑肉、硝 等 (考えら同主体1

・屋上デッキ ト入出綿の歓送迎等lζ糊 ・I~^IJ.ーミナル u一 一一「叶 観光鵬

!・レンタカー・レンタサイクル

i ~・竺tて，.~〆司.. -""] [考えられる主体1
1幽凶白幽轟凶M:山.;;-， ，~ .Ii!開幕.者

l_~ ・党団体

r--・1・ー"・・・・岨・ー------ー・"・

-多目的ホール

臨置
[考えられる主体}
民間・2医者 "9ワー多目的ホールを改停

する11合の後能代管

寸・待ー
一叫叩士一

f妖償問遠慮示} マンガミュージアム

・まんが王国関連施叡
I考えられる主体] 県・市町村・観光団体・昆間・S者

-アンテナショップ(風域対岸諸国)
[考えられる主体] 市町村・観光団体・露関司E・•. 

Hi:43I 
f 

、
¥ 

f 
Q ~ ~ I 似剃

ぷ年|

国

、
仁 ¥交流・賑わい施設 22552説皮細とーザ¥

!・水族館 r多目的ホ '11'-"抑約7∞同

1 (考えられる主体】 多鎗な主体を想定

-商務施般 {考えられる主体} 昆111..陣



{⑧竹内南地区(全体)での賑わいづくりイメージ j J・回遊手段の提供(レンタサイクルの導入)I 
【考えられる主体】 観光団体・展開司l'医者

.殴存締般の治則

画国民f唱

歪健保関 L 歪槌治区，-----一一ーー-4お・・・・・・・・・・・・、|・街路沿いでの魅力的な景観創出|

街路泊いでの演出(猷迎パナーの段置粉

[.えられる主体] 市町村・港湾管理者・観光団体

|・地区内回遊動線(歩行者・自転車)の創出 |

モ-一・争 地区内の回遊動繍 [-えられる主体] 市町村・港湾管理聖書E

単壇圃踊置

(兎 |

既M~股の，孟周

司 地元の新鮮な魚を味わえる場の充実
【考えられる主体】 民間事緩者、、、、、、、

¥ 
¥ 、

、個魚や地場産品などの貨物を楽しめる場の提供
[考えられる主体】 民間..者

既存箱肢の，畠停

•••••••.••

•••••• 

-地区内の飲食・物販底による集客・賑わい創出

・魚や地場産品などの貨物を
楽しめる場の提供(大型庖舗等)

【考えられる主体} 経済団体・民間取鎗者-~ 

~U網"の，再周
風:、

¥、畑 海上遊覧船による観光魅力の充実!

[考えられる主体la光間体・経涜団体・民間司1..、飲

:・民主存伊紛のJ.鯛

-回遊手段の提供(はまるーぷパスの活用)

目。 ー はまるーやは路線 【考えられる主体】 市町村

間璽

民間司E縁者

子既存ルート鉱仰によるヲーミナルへの輿入れ

| 山 内 各tt!!.to;;zJ..，.-Ã~??1!À確保|一一一-dE一一ー一一一一一一一一ー
[考えられる主体】県・港湾管理者 ¥可 川輔眼・肝闘方図

。 切 1∞ m 掛川 常時左折レ一、

1 
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枠予算f単県公共事業)の執行状況について

平成26年2月18目

県土整備部

県の管理する土木施設について‘年度当初に想定bていなかった突発的事態に迅速に対応し、必要な調査又は
維持・修繕を実施するための枠予算を設定している.

平成25年度における当該枠予算の執行状況は、次のとおりである。

。事業化検討基礎調査費【現計予算 12，000千円 執行見込額 8， 741千円】
技術企画課

地11<1路輯}名 事業苗所 事[千業円費] 工期 事量概要 緊急対応を聾した理由

倉担吉布土井~山
H25.7. 30 

携交倉通吉し駅環実境施周辺改す善る町軍道ものの路検.利用討状を、況倉を吉把市握田す行るとともに、県道土井北条線 2， 000 ~ 交通量調査、交通需要予測 う調査と連
H25. 11. 29 

H25. ". 26 平イ成パ25年の3度交号か通「安北ら全条国土対溝交軍原ら事道概通省業路略2J検に!>'着国町討道手接す続るし9号て方も法のい{北条パ国需道品原3道1路3号」 「北 北栄町弓原 3， 087 ~ 国道9号との接続方法栂略横 ス) るが、
討 1 の横討H26. 3. 14 が国道必要3となったことか . 

近島排携検年水地討し対て四関す局悟策地る地者在域も検膏の一と米雨討体.子すにと伴市なるがいこっ理車たと氷業合とがな理用顕水的っ在路たな化を.滞域活こして用の治るなが、
H25. 7. 30 

河*道対現車の況調樟査討、ー 流出解折、 治
した雨水

橋本川 米子市橋本 3， 654 動きと連
H26. 3. 20 水封策を

O河川維持修繕置(河}III海岸)緊急修繕) 【現計予算 25，000千円 執行見込額:，25，000千円】
河川諜ぷ

地区{路線i名 事業苗所 事i千輩円費l 工期 豪華概要 緊急封応を聾した理由

H25. 10. 18 
コノ塩水シ分門ロの量の大産切量調り捷節3尽死をきが行工発事う生必を要し、が生よりきためた細めやかな湖山川 鳥取市賀富町 1， 135 湖山水門施設修繕 Nol箇所 池町 じ 、 車 急

H26. 2. 14 的に 実施した.

H26.2.10 冬岸た等季.の倒木及び異常出水緊等急に処よ理る河す遭る埋必塞要が及生び護じ
蒲生川外 岩美町外 9， 838 

H26.3.15 
倒木処理、河童掘削等 の宜状について、 に

H25. 9. " 
護が岸あがる慢こ宣とかされらて、早お急り、な故対置応すをる実施と崩し落た.の危険性根宮川 若桜問視安 700 ~ 袋型根固め工 No 1 5袋

H26.3.14 

H25. 9. 11 
千代川 智頭町市瀬 250 ~ 倒木処理 1* 倒木が河川音理遭を塞ぎ阜急な処理を実施した.

H26. 3. 14 

告 H25. 9. " 車視施雨業した務に等。よる土主砂障流が出出で河川音か道ら緊が急閉塞的し、 揮市瀬を実監千代川 智頭町市瀬 200 ~ 土砂撤去V=20 m 3 に ること に封
H26. 3. 14 

H25. 9. " 
‘応護岸すがる洗車、堀華されて、応お急り対、拡置大を防施ぐため緊急に封北肱川 智頭町大呂 150 ~ 寄せ石V=5m3 

H26. 3. 14 あり を呈した.

H25.2. 11 
芦I~'津Vo親0 水5m企3~画陥設箇所2箇所彊 公能性圏が内に陥没早苗急所なが封応あり、異利施用し者が怪我をする可北股川 智頭町芦津 30 

H26. 3. 14 埋戻し あり をた.

H25. 9. " 
河能性川内あに巨っ木たが倒れてら早お急り、 撤軍去雨時に涜出する可土師川 智頭町中河原 150 ~ 倒木撤去 1本

H26. 3. 14 が ことか に を行った.

H25. 9. " 大繕Jl!JlI親水公園の木幡床服修 木展構す床る恐阪に腐が食あがあり、な利対応用者をの実駈施軍事故等に発大屋川 智頭町大屋 l 750 
H26. 3. 14 れり早急 した.

H25. 9. 11 
護が岸あzる!>'慣こ宜さ判て‘お応急り、放置すると崩落の危険性 l清檀川 八頭町鍛冶屋 700 ~ 大型土のう N=30袋

H26. 3. 14 とから 封策を実施した.

H25. 9. " 
が護岸あが慢食されており‘放対置応すを実る施と崩じ落白色暁性小畑川 八頭町才代 600 ~ 袋型根固め工 N"10袋

H26. 3. 14 あることから、早急な た.

H25. 9. 11 
積が雪あにより河川内町立竹木が民地に倒れ込む恐れ細見川 八頭町中 150 ~ 伐竹 A"50m2a 

H26. 3. 14 った己とから伐採を行った.

H25.8.1 
転急般修落車繕的防両をに止修行が柵継進っがを入た破行す.損っるし、.能揖ま性た険がな4あ状車っ態止たでめたあったため緊構津川 謂梨浜町橋津 700 転落防止柵修槍 l"25: 7m た が破損し、

H25. 12. 30 車止め陣織 No1箇所 可 たため、緊急的に

赤碕海痔 琴浦岡赤碕 360 
H25. 8.1 

側溝清掃 一式 菅てに側理い道た着，側た育揮溝め、をに行早土砂急っがたに堆清.積掃すし、る排忠水喜機が能あがり、な緊くな急的っ
H25. 12. 30 

J 
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地区l路棉}名 事輩箇所 事(千業円費l 工期 事業慨喜 緊急対応を喜した理由

H25. 6. 26 
河めし床‘を洗矢畳板掘け麗の.軒岸背櫨曹に道てに早路よ期り(既町檀設通旧置)岸への基礎が部が生聴い出北条川 北柴町北尾 3，940 ~ 長板置岸 l020m' のIl曹 じたた

H26. 3. 20 を行った.

H25. 3. 14 
聾実の堪危施都瞳し市性た遭が. 塵道沿いかの雑ら草、繁緊茂急によ埋る側防溝除草転落在

大川 米子市開勧 1，147 ~ 堪防除草 Ao19，000m2 あったこと 的に
H26. 1. 31 

H25.5.1 
平草車成シ茂トに2をよ5融年る設度隣し接にた用庫.地地買へ収の軒した区を間において‘ 雑、草防加茂川 米子市察署良 1，418 ~ 防車シート融殻 Ao1900m2 書回避するため

H25. 9. 16 

H25. 7. 17 
大吸一水部出車をし状撤川河況去を口し確の、状S認R況橿す確蹟る認岸た崩桂め壇.に天橿に伴端laい、 周辺旗ー岸ト田大水軍川 米子市河崎 329 ~ 天端3ンクリート A020m2 コンクり の

H26. 1. 31 した.

H25.5. 30 
植工生事用土道の路うL=A1=130m4mE 平旧成し2た5年"'7月の車雨により理宣された河岸法面を彊野上川 伯書町福岡 2， 302 

H25. 12. 3 l日.

H25. 5. 1 
穫岸革礎部町河彊席旧恒作輩下をに伴行い、車込砕石が]il!失し別所川 伯曹町真野 151 ~ 車込砕石 V021m3 
たことから、 行った.

H25. 8. 31 

C砂防施殴緊急修繕費【現計予算額 9， 300千円 執行見込額 3. 66 1千円1

地匡l路幅l，g 事量箇所
事車費
(千円)

2， 

工期 事量概要

0治山施設緊急修繕費【現計予算額:6， 000千円 執行見込額:3. 1 5 6千円1
;台山砂防訴

地区{路融l'昌 事輩箇所 事(千輩円費} 工期 事推慨葺 緊急対応を喜した理由

調山地区
鳥取市福部町場

H25.4.12 袋詰め宝石工 1式 工平成)の25年端4部月Z列四島波宜浪古にオよU.概L霞根A白E山施設 (護岸
山

1， 252 大型土のう設置 1式 れたため、 回工を施工し背
H25. 9. 20 面白林帯への植害拡大を防止した.

H25. 9. 3 路平車成工し2)た5年たに8上め月流.5早かEld.>聾ら車のに雨不堆安積に定よ土土砂り砂、を既酸治山施役 {流
大内地区 智頭町大向 705 海路工内土砂撤去し039.5m が堆積レ水路が閉

H25. 11. 26 堆積土砂撤去し周辺人家へ
の被害を未然に防止した.

H25. 5. 29 
盛防風土工工撤去 VL==3230m63 了間 、

工平成)2のお5端年よ部び4月が盛の理土波食工;員をさにれ施よた工りたし、既設治山施股 {麗岸
江北地区 北栄町江北 1， 199 工 め、不安定な防阻工の

H25.8.15 撤去 を施工し.背置の林暢への被害
拡大を防止した.

0漁港施設緊急維持修繕費【現計予算額 2，000千円 執行見込額:2， 000千円】
空港港湾標

地区(路線名) 事提箇所 事{千車円置l 工期 事量概要 緊急対応を要した理由

H26. 2 
照明灯修繕 漁修り港溝繕輩区が域活品動甚内の照支な障明っ灯がたが生も故町じ障して不点灯とらなってお泊現港 溝梨浜町泊 1. 000 ~ にと ていることか、軍急に

一'

漁港そ来、が区緊う域な撤急状内にしの況修く横で、繕司が断あ区水曲必る路.が要市発町と場董生な版利すっ用たがる腐者危も食の険の性. にトより按ク等け落の
H2且2

境調書 壊港市昭和町 1. 000 ~ 横断水路修繕 往ちめ がラあッるた

0港湾施設緊急維持修繕費[現計予算額:3. 000千円 執行見込額:1. 7 6 0干円1

地区(路線名) 事推概要
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緊急対応を要した理風

赤碕港八幡海岸において、風埠により保留軍が切
れ‘浮標灯が打ち上げられた.船舶の安全な航行
を図るため、緊急に修繕工事を実施Lた.



一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

朝間.".， 県エ置圃間h
吾 工 I~il f\ 

泊宕原賓・目田適中相時特}車定手建艮方工設事工事旧共工
金 エ B 

道路建設課 国(3道工1区7)8(号補(助岩〕美道路)直良工事
岩岩浦美重富郡町

霊鑑草書iz L 
182，520，000円 平成田年1月9日 平成田年1月8日

般制(競5限社争付) 正札F取県土整備事務司 ~ 
[予定価格) 平成26'手6月16日

195，882，840阿

道路建設課 県道部米工子事岸(防本虫線安(古全市主工区}橋車 米古子市市 イ代ワ表タ取建締設世(株岩)田 華美
124，740，000円 平成田年1月23日 平成田年1月22日

一般制(競i限8社争付入)札〔西部総合事務所)下 付金} ~ 
米子県土整備局 {予定団格) 率直26年11月11日

137，568，240円

UIt..)Iユ'" ~JヨE胃司冒P
主 エ 工 由 金 工 日

F取県土整備事務オ
国工事道1(主78付号金(新)岩本橋)耐震補強

岩岩岩美華本郡町

審福露昌三一一 世

[当初契約額) 平成田年3月15日(当初契約平年成月日年)3 
143，745，000円 25 且14日

平成田年1月13日

(樟1薗「11藍61貰06，S6荏71(38契変5500荷更00円額円額TR j 

T重貰平護成主田潮年ア2一耳一目一日一T撞1国重重平奨成約田草年昌1吉月Z1了0日

C回 〔E222222)
工国事道1(P820橋号脚(あ}ご(経う済じ橋対)草耐}震補強 西南下伯部中郡町替

祭一器諸:一島町市-

〔当初契約額} 平成田年3月四日 (当初契約平年成月田日年)3 
17~.865 ，OOO円 月29日

平成田年1月四日

-('語T白~.貰盛衰弱額T
(韮更平撞成工田期年}3月14日I撞1薗重平重契成治田両年fF1f月面14)日

1「H90OJ，64 82(94変，P99 55更00円円額l 

白鳥取道県路土建整設備事課務嗣 国(9道工1区7)8(号補(助岩)美(経道帯路封}政荒良)工事 岩岩本美葺庄郡町

建議f経irZzEャヌ金醐

(当初契約額) 平成25年4月30日(当初契約平年成月2日5年)4 
287，700，000円 月26日

平成田年2月13日

一寸事T固Z3!M9E24重，.03桂22(O0契藍，S955初更00円円詣額)M 、J 
て事T凶変重平要成組田草年背8月面5一日

( 草2面3藍m「L3s吏b3Eo8E(g8契宜s，9荷o5更o0円円額額7 R 」
百官2国重量平契成祈田年年且1月日3:f1日

〔Efzzzz司
国事道118工1号区()岸(社本会バ主イ付パ金ス)改良 西伯金伯雷廻郡町 イ代ワ垂タ取建締設役(株岩)田 義美

[当柏契約額) 平成25年5月四日 {当初契約平年成月田日年) 
工 (1II&)(tt~31:ft:llo) 174，720，000円 5月22日

平成26年1月羽田

(事f面軍1「l7A3吏179夜56(81契宜，，3700荷E00円円額額TR l 
(言1固藍平買契成田初年年月1月日目)白



民万， .""畳帽郡
主 工 工 R p 白 工 日

河1II課
鳥他対取テ車レ県)メ防ー災タ情観報測シ設ス情テ工ム事湖(山経川済 鳥東取町市外

議語ェ
(当初契約額) 平成田年5月29日

(当初契約平年成月田日年}5月四日
叩9，200，000円

平成26年1月四日

(草1 菌1室〔123蔓，，86夜33(11契担.，9955詞00曹円円割7} 
夜更平護成主2軸6年ア3月14日 虜T面重軍平E成4苦田惇年耳1月百1} e日

F醜浩山土砂整備防輔課司洞聾笹)川主川砂防堰堤工事(経済対 鳥洞取谷市 代(株表)取大輔晃工役業高田 重利
(当初契約額} 平成田年4月10日(当初契約年平月成日田}年4

102，480，000円 月98
平成田年1月四日

105 (軍1回蓋豆J05壷79[66契査J6B55語亘00円円頭額7R l 
(扇4自重更平契成拘25年年H5T月2279日

(軍2箇変1(06更1.J0O亜9t(2s莫変13005祉更00事円円額訂? [草2回韮更契制四年年月1J'j日2)8 
平成 日

"" 


